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１ 救急業務の出動状況と内容 

 平成 30年の出動件数（搬送人員）は昨年に比較してわずかであるが減少した。 

 救急、救命講習会の開催の充実及び対象者拡大と応急手当普及啓発活動の強

化を図った。受講者 4,000 人/年を目標として体制強化を行ったところ、400 人

増の達成ができた。今後も対象者拡大に向けて取り組んで行く。 

 救急車による管内医療機関への搬送は 92%と昨年と比較して 1％減少した。こ

の要因としては長岡市内への搬送が倍増したためである。今後は医療機関と更

なる連携強化を図って対応して行く。 

 

過去 10年間の救急件数 

 

現場到着までの平均時間       覚知から病院収容までの平均時間 
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２ 署別救急出動状況  

（１） 事故種別出動件数及び搬送人員数           （単位：件・人） 

 

 

出　動 搬　送 出　動 搬　送 出　動 搬　送 出　動 搬　送

火 災 2 2 1 1 0 0 3 3

自 然 災 害 1 1 0 0 2 2 3 3

水 難 事 故 0 0 1 0 0 0 1 0

交 通 事 故 133 131 41 47 49 46 223 224

労 働 災 害 39 38 8 6 6 6 53 50

運 動 競 技 28 27 12 13 5 5 45 45

一 般 負 傷 354 336 268 261 67 64 689 661

加 害 1 1 0 0 0 0 1 1

自 損 14 6 6 1 3 3 23 10

急 病 1,159 1,104 435 393 256 236 1,850 1,733

転 院 搬 送 191 190 125 123 146 143 462 456

医 師 搬 送 0 0 0 0 0 0 0 0

資機材搬送 0 0 0 0 0 0 0 0

そ の 他 9 2 10 0 4 0 23 2

計 1,931 1,838 907 845 538 505 3,376 3,188

計　　　　　署別
事故種別

南魚沼市消防署 湯 沢 消 防 署 大 和 分 署
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（２） 月別出動件数及び搬送人員数             （単位：件・人） 

 

 

出　動 搬　送 出　動 搬　送 出　動 搬　送 出　動 搬　送

1 月 179 171 117 110 56 49 352 330

2 月 164 165 132 126 37 38 333 329

3 月 163 156 97 89 45 42 305 287

4 月 158 148 49 44 48 48 255 240

5 月 163 156 43 39 39 33 245 228

6 月 149 149 56 53 44 39 249 241

7 月 198 189 82 78 50 47 330 314

8 月 178 171 80 73 38 36 296 280

9 月 128 122 44 42 48 48 220 212

10 月 138 124 56 50 42 38 236 212

11 月 154 140 56 53 44 44 254 237

12 月 159 147 95 88 47 43 301 278

計 1,931 1,838 907 845 538 505 3,376 3,188

　       署別
  月別

南魚沼市消防署 湯 沢 消 防 署 大 和 分 署 計
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３ 月別事故種別救急活動件数             （単位：件） 

 

４ 主な事故種別、傷病程度別（搬送人員）      （単位：人） 
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５ 急病の男女別年齢別搬送人員            （単位：人） 

 

６ 市民等が実施した救命処置の状況         （単位：人） 
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７ 救急隊員が実施した除細動及び救急救命士の特定行為 （単位：件） 

 

８ ドクターヘリの要請件数、活動件数及び搬送人数 （単位：件・人） 
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９ 地域別搬送先状況                 （単位：人） 

 

１０ 応急手当普及啓発活動状況            （単位：人） 
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１

１ 救急資機材                    （その 1） 

 

合 計 本 署 湯 沢 署 大和分署 備 考

イ ン ハ レ ー タ ー 9 5 2 2

自動式人工呼吸器 6 3 2 1 クルーズ21、アンサー

人 工 呼 吸 器 20 10 6 4 ＢＶＭ

電 動 吸 引 器 11 5 4 2 レールダル、パワーミニック

酸 素 吸 入 器 26 12 9 5
携帯用、救急車固定、
マルチレーター

酸 素 ボ ン ベ 95 46 34 15 10、8、2（リットル）

喉 頭 鏡 14 7 4 3

挿 管 用 喉 頭 鏡 7 4 2 1 エアウェイスコープ,MCGRATH

Ｃ Ｏ ２ モ ニ タ ー 5 3 1 1

パ ル ス オ キ シ
メ ー タ ー

11 6 3 2
ミノルタ、オニックス、
マシモ(Ｒａｄ-5、Ｒａｄ-57)

血 圧 計 18 8 5 5 アネロイド、手首用等

除 細 動 器 7 4 2 1 ＡＥＤを含む

自 動 心 肺 蘇 生 器 9 5 3 1 コムスタット、クローバー

シ ョ ッ ク パ ン ツ 1 1

陰 圧 式 固 定 具 7 4 2 1
バキュームスプリント、
ネオヴィキャスト

陰圧式全身固定具 8 4 3 1

患 者 観 察 装 置 6 3 2 1 ベッドサイドモニター

防 刃 ベ ス ト 16 6 7 3

携 帯 電 話 5 2 2 1

ス ク ー プ
ス ト レ ッ チ ャ ー

12 7 4 1 エルゴン、ファーノ、アルミ、

コ ン ビ キ ャ リ ア 2 2

バ ッ ク ボ ー ド 17 6 7 4 小児用含む

ス ピ ー ド ボ ー ド 4 1 1 2

イ ー バ ッ ク
チ ェ ア ー

2 1 1

滅 菌 器 3 1 1 1
オートクレーブ、
ＥＯＧガス滅菌器

救 急 車 内 消 毒 器 4 2 1 1 クリーンロード、ＴＥＣＯ

ジ ェ ッ ト 洗 浄 機 1 1
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（その２） 

 

 

（その３） 

 

合 計 本 署 湯 沢 署 大和分署 備 考

全 身 モ デ ル 16 8 3 5 レサシアン、ジャミーⅣ

高 度 救 急 処 置
訓 練 人 形

6 3 1 2
ハートシム、セーブマン、
ＡＬＳシミュレーター

上 半 身 モ デ ル 53 26 12 15
リトルアン、エリック、
ＪＡＭＹ－Ｐ

小児上半身モデル 19 11 4 4 リトルジュニア

気 道 管 理 モ デ ル 2 1 1

小 児 ・ 乳 幼 児
モ デ ル

18 10 7 1 小児用、乳幼児用

静脈路確保モデル 3 2 1

模 擬 外 傷
作 成 キ ッ ト

3 1 1 1

ＡＥＤトレーナー 30 16 11 3
日本光電、レールダル、
メドトロニック

プ ロ ジ ェ ク タ ー 2 1 1

ス ク リ ー ン 3 1 1 1

訓
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用

資

機

材

種 別

備 考

感 染 防 止 衣 上衣、下衣同数

Ｎ 95 マ ス ク

サージカルマスク

感 染 防 止 手 袋

ゴ ー グ ル

感 染 防 止 用 帽 子

ロ ー ル シ ー ツ ストレッチャーシート被覆用

ア イ ソ レ ー タ ー 南魚沼保健所から委託を受け保管
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